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1．は じ め に
　中国では、19世紀のなかごろから王朝の交替期ともいうべき段階に入り、混乱が加速した。
この時期の大きな特徴のひとつが、繰り返される人々の大量死である。とりわけ1851年から64
年まで13～ 4 年に及んだ太平天国の反乱や、新中国成立後の1959年から61年にかけて発生した
大飢饉では、1000万単位の死者があったと推測されている。この直後から約10年間に及ぶ文化
大革命でも、政治的な迫害によって相当数の死者が出た。そして1980年代以降は、このような
大量死が基本的には収まっている。
　本稿で考察の対象とする広東東部に地域を限定しても、ほぼ同じ現象を観察することができ
る。東部の中心都市は長い歴史をもつ潮州という町だが、近代以降、その南の海岸沿いにあっ
た汕頭が開港地となり、経済的にはこちらが発展していく。このふたつの町を中心に、行政区
画としてはおもに潮州府に属する広東東部地区では、1854年に起こった天地会の反乱を契機に
治安がにわかに悪化し、その後、大量死もしくは大量死を引き起こしたと考えられる事件が、
短い間隔で繰り返し発生した。それらを年表にまとめるとつぎのようになる（煩瑣になるため典
拠は示さない）。
　
1854年～60年代　天地会、太平天国の反乱と、治安の極度の悪化。
1870年代　治安回復策のなかで、刑死者が2000～3000人。
1880、90年代　コレラとペスト。
1902年　ペストとコレラ、潮州、汕頭とその周辺だけで死者10万以上。
1922年　台風、溺死者 3 万4500人。
1920年代後半　農民協会による暴動。
（1937年　日本軍による爆撃および一部地域の占領が始まる）
1943年　大旱魃、一説に死者100万以上。
1950年前後　「解放」。
1959～61年　大飢饉。
　もちろん、19世紀以前に人々の大量死が存在しなかったわけではない。清朝の成立期には、
2清の軍隊が潮州を陥落させたとき約10万人が死亡し、また同時期に鄭成功が沿岸の村を襲って
6 万人あまりを殺したこともあったとされる（1）。ただし、明代に遡ってみても、こうした大量
死はしばしば起こっているわけではない。これにかんしては、近代以降は死亡関連を含む各種
の記録が比較的よく残るようになったことも考慮すべきだが、それにしても19世紀なかごろ以
降の大量死の頻度は際立っていると思われる。
　これらのうちある程度の史料が残るものについては、それぞれの事件にたいする住民の反応
をさぐることによって、地域の特性を明らかにすることができる。なかでもコレラやペストの
流行期には注目すべき展開があり、住民がキリスト教会に押し寄せるとともに、地域在来の慈
善組織が急成長して1900年にはなぜか教会を襲撃するにいたる。この襲撃事件は宣教師関連史
料に見えるのみで中国語史料には現れないせいか、これまで研究者に知られず、拙論が唯一の
研究となっている（2）。ただしその際、疫病流行の状況や、それと各地域との対応関係、カト
リックの問題などは、十分に検討することができなかった。
　本稿は、これらの残された問題をあらためて整理しなおすものである。対象地域は潮州、汕
頭地区（当時の行政区画としては潮州府）とその周辺に限定し、19世紀中葉から20世紀初頭までに
時期を限って考察を進める。以下、第 2 章で1850年代から始まるキリスト教会を母体とする近
代的医療事業を概観したのち、第 3 章では1880年代以降に本格化するコレラおよびペストの流
行の状況を整理する。第 4 章では、1890年代～1900年代のペスト流行に際して重要な役割を
担った民間の慈善組織・大峰会を、ペストの流行地およびカトリックとの関係から検討し、最
後に第 5 章で、重層的な社会不安および地域の危機を、一方では新来の西洋の力に頼って、他
方では在来の信仰に頼ってそれぞれに乗り切ろうとした人々がいたことを論ずる。
2．キリスト教ミッションと医療事業
　広東東部は、1854年の天地会およびそれに続く太平天国の反乱のなかで、治安がきわめて不
安定になる。末端の行政区画である「県」の長官・知県が反乱者によって 2 人も殺され（3）、ま
たこの地域を北につき抜けた福建省側で行われた戦闘では、清軍によって殺された3000以上の
太平天国軍の死体が潮州、汕頭方面へと流れ下る韓江に投げ込まれ、 1 週間たってもその流れ
が尽きなかったという（4）。
　地域を混乱に陥れたのは反乱者だけではなかった。天地会や太平天国軍に対処するため、当
局の援助のもとで各地に村落を単位とする団練と呼ばれる民間武装組織が結成されたが、こう
して軍事力を備えた村落が反乱軍に抵抗しただけでなく、武力を頼んで好き放題をしはじめた
のである。1860年代のなかごろに汕頭近隣の知県を勤めた冒澄が、不法行為を繰り返す村落集
団についてつぎのように述べている（5）。
　同治元年〔1862年〕の春に潮陽城郊の内外で団練が組織されると、これらの村落はたが
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いに結びついて社を結成し、十五社の名称が現れた。…もともと守りを固め、賊匪を捉え
ようとするものであり、その趣旨はけっして悪いものではない。ところが十五社が団結し
て以来、…匪徒が社の名を借りて、その徒党の多さと強さを頼んでしばしば械闘、略奪、
誘拐をなし、法を無視して横行した。…こうして種々の不法な状況が、すべて社を結んだ
のちに発生してきた。
　「械闘」というのは、村落間の武装闘争であり、しばしば多数の死者を出した。キリスト教
の宣教師や領事などの西洋人がこの地方に本格的に入りはじめるのは、まさにこのような騒然
とした時期だった。イギリス代理領事のロバート・フォレストも、60年代なかばの全体的な状
況を、つぎのように報告している。「1865年に私がこの港に一時滞在したとき、この地域全体
が半独立の町村に分かれ、それぞれ長老に統率され、すべてがたがいに械闘状態にあり」、海
岸や川沿いには海賊が満ち、潮州周辺の「交易は完全に、川岸に沿って散らばる強大な海賊村
のなすがままになっていた。船はすべて止められ、まったく好き放題に脅迫された」、と（6）。
　中国は1840～42年のアヘン戦争に敗北して以降、各種の条約によって日本を含む諸外国につ
ぎつぎと港を開いていく。そして1858年の天津条約によって潮州（実際は汕頭）の開港が決まり、
1860年にイギリスとアメリカの領事館が設置され、同時に外国の商社が支店を置いた。またそ
れらよりも若干早く、キリスト教の宣教師も活動を始める。
　この地区の重要なミッションとしては、カトリックとプロテスタントがそれぞれ 2 種ずつ存
在したが、そのうち早くから医療事業を展開したのはイギリス長老会だった。本節でも、おも
にこのミッションを扱う。当地域でのその詳細な歴史についてはすでに一定度明らかにしてお
り（7）、ここでは、最小限度のミッション史を挟みながら、おもに医療方面をまとめる。
　本ミッションの最初の宣教師として同地にやってきたのはウィリアム・バーンズで、1856年
3 月のことだった。香港から派遣された中国人助手とともに聖書や小冊子を配布しながら布教
を進めたようだが、住民からの反応はなかった。そこで、船員相手に開業していたフランス人
医師の協力を得て、週に 2 回ずつ医療を行うことになった。当時は開港以前で、このような西
洋人が住んでいること自体も違法だが、そもそも汕頭では当局の黙認のもとに早くから外国人
商人がアヘン貿易や苦力貿易に従事しており、フランス人医師もそれに関連して滞在していた
のだろう。
　バーンズはひとりも改宗できないまま58年にこの地を去り、同年のうちにジョージ・スミス
がやってきた。スミスはバーンズの代わりに一時的に赴任したにすぎなかったが、このときロ
ンドンのミッション本部では医者の派遣が検討されており、むしろそのために汕頭に恒久的な
拠点を作る必要が生じた（8）。実際に医者が派遣されるのはもう少しあとのことになるが、スミ
スは医薬品を購入しており（9）、すくなくとも薬の配布は行ったようである。すなわち、イギリ
ス長老会ミッションの布教活動は当初から医療と不可分のなかで進められた（10）。
　1863年にいたってようやく最初の医療宣教師ウィリアム・ゴールドが赴任し、小さな家を 1
4年契約で借りて診療を始めた。1866年には医療事業にかんする報告がはじめてミッション本部
に送付される。それによれば、前年 9 月から66年12月までの患者数は総計2738人で、潮州、汕
頭地区の全域と福建省の省境地区の、400の町村から来ているという。症例としては眼病、け
が、潰瘍、消化器系の病気などが多かった。
　翌67年には、医療事業にとって重要な出来事がふたつ起こる。入院患者50名を収容すること
のできる 2 階建ての本格的な病院が完成したことと、長く下痢に苦しみ、漢方医にも見放され
た潮州の最高位の官僚・道台をゴールド医師が治療したことである。これによって病院の評判
がさらに高まることが予想された。69年の報告では、病院はすでに満員になっており（11）、ま
たこの年にはハンセン病患者のために別に家を借りた（12）。
　78年には、100名収容の新しい病院が、ハンセン病院も併設して開院する。敷地は、かつて
ゴールド医師の治療をうけた道台の口添えによって取得できたものだった。この新病院は、 2
階建ての建物 3 棟からなり、うち 1 棟は 1 階が200名収容の礼拝堂、 2 階に薬局、手術室、助
手室、個人室などがあり、他の 2 棟はすべて病室で、全 8 室あった。それぞれにベッドが10床
ずつ入る。これらの建物は 2 階前面のベランダでつながり、薬局等に行くことができた。また
これらとは別に 1 階建ての女性用病院があり、また病院敷地の塀にそって、複数の調理室、浴
室などが備えられていた。そのほか、町の外には20名収容のハンセン病院も設置された（13）。
　本格的な病院が相次いで建設された60年代後半から70年代にかけては、地域の情勢が転機を
迎えていた。60年代にとりわけ沿海地域が無法状態に陥っていたことはさきに述べたが、武装
した海賊村は西洋の船舶をも襲い、秩序の弛緩に悩まされていたのは中国側だけではなかった。
そこで、中国当局とイギリス海軍の砲艦が協力して海賊村の討伐にあたるようになる。利害が
一致したのである。この仕上げが、潮州鎮総兵・方耀による強硬な治安回復策であった。方耀
は、治安悪化のなかでそれまで放置されていた械闘、誘拐、強盗、税の滞納などの懸案を、高
圧的な手段で一挙に解決しようとした。その過程で2000人から3000人の刑死者を出したとされ
る。ともかくこうして、治安状態がおおいに改善した。
　方耀による治安回復策は、キリスト教会にも大きな影響を及ぼした。方耀からの追及を逃れ
るために、いわばにわか信者となって教会に保護を求める住民が続出したのである。何かから
の保護、もしくは利益を求めて住民がキリスト教会に近づくことは、当時の中国では普通に見
られる行動パターンであり、珍しいものではない。こうして、とりわけ1870年には洗礼者数が
急増する。ただし宣教師がこうした信者を受け入れることの危険性に気づいたこともあり、こ
の動きはすぐに一旦収まるが、世俗的な利益を求めて教会に近づくという住民の行動パターン
は、その後も基本的に変わることはなかった（14）。
　さて、1870年までの時点で、医療が始まって以来の信者の約 4 分の 1 は病院に関係して改宗
したものだという。バーンズやスミスといった初期の宣教師の時代から、イギリス長老会ミッ
ションは医療と不可分の関係のなかで布教を進展させてきたが、医療事業は信者獲得の面でも
たしかに一定の役割を果たしていた。こうして70年代までに治安がある程度回復し、ミッショ
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ンの医療事業もほぼ形を整える。ところがこののち、度重なるコレラやペストの流行によって、
広東の東部地区は新たな大量死の時代に入ることになった。
3．悪疫の流行 
　この地域にかんする史料には、18世紀に「疫病」が現れたという記事が 2 、 3 見えている。
だが大規模に流行するのは、やはり19世紀の後半に入ってからのようである。そのなかでもと
くに規模の大きかったものは、ほぼつぎの 4 件にまとめることができる。なお、最初にコレラ、
つぎにペストが流行するが、ペストの流行期にはコレラが収束していたのではなく、ペストを
中心としつつ複合的になり、また天然痘なども重なる。
　
　　1883年　コレラ、「開港以来最悪」（15）。
　　1888年　コレラと熱病、「当地の医者が覚えているかぎりもっとも広範囲に流行」（16）。
　　1899～1902年　ペスト、とくに1902年は「最悪」（17）。
　　1910～11年　ペスト、「ここ10年で最悪」（18）。
　以下、順に詳しく見てみよう。もともとインドの風土病だったとされるコレラは、1817年以
降、20世紀の前半までに 6 次に渡って世界的な大流行を繰り返した。広東東部の1883年と88年
のコレラは、時期的にはちょうど第 5 次の大流行期（1881～1896年）にあたっている。
　さて、イギリス長老会病院の年次報告によれば、1883年はコレラが潮州府のかなりの部分に
広がって住民がパニックを起こし、汕頭開港以来、最悪のものと言われているという（19）。そ
れまでのコレラは、一部地域で短期間だけ起こるものだったが、今回は様子が違った（20）。 6
月末になって典型的なコレラとして出現し、とくに 7 月から 9 月にかけて流行し、潮州全域で
約300万の人口のうち 3 、 4 万人が（21）、また潮州の町だけでも4000人が死亡したとされる（22）。
この流行のために住民が外へ出かけること自体を避け、 8 月には、病院の入院患者と外来患者
がともに大きく減少した。
　ただし、病院にやってきた患者は、わりあい治療しやすい性質のものが多く、 4 分の 3 が回
復した。また病院では、各地に設置されているプロテスタント・ミッションの布教拠点の多く
に、コレラの治療薬を送った。中国人のなかには、貧民に配るため、あるいは転売するために
それを大量に買い込んだ者もあり、また実際にそれによって多くの患者が助かったという。コ
レラの治療法がある程度確立するのはもう少しあとのことであり、この時期は西洋医もいわば
試行錯誤を繰り返していたのだが、この病院ではつぎのような薬を使った。もっともよいもの
は、アヘンのチンキ剤、トウガラシ、ダイオウ、ハッカと樟脳のエキスを、等分量調合したも
の。症状が進んでいる場合はインドの「コレラ滴剤」（23）、また衰弱状態では、エーテルかブラ
ンディー、さらにはモルヒネの皮下注射などである。1879年から赴任していたライアル医師は、
6この時の激務のために健康を損ね、そののち 6 週間以上日本で転地療法を試みたが、1885年に
いたっても完全には回復していないという（24）。
　1888年のコレラは 5 月に汕頭とそのほかいくつかの町で現れはじめ、 7 月に暖かく乾いた天
気になるとともに、地域全体に広がった。ただし、それほど悪性ではなく、イギリス長老会の
医師が知るかぎり75% は治癒したという。また、1883年の流行地および、西の地域は感染を
免れた（25）。
　1870年前後に方耀によって治安が回復したのち、広東東部地区は、1870年代から80年代にか
けサトウキビ栽培に支えられて経済的にはある程度の好況期を迎えていた。70年代のなかごろ
にはサトウキビの作付面積が 2 倍に拡大し、砂糖の輸移出量も70年代から80年代前半にかけて
増加をつづけ、さらに90年代にかけて一定水準を維持する。ところが、在来の技術がヨーロッ
パの近代的な機械制工場に対抗できず、1893年を境に中国自体が砂糖輸出国から輸入国へとお
おきく転換する。さらにほかの要因も重なり、汕頭港の場合、1900年以降、砂糖の輸移出が長
期低落傾向に入った（26）。
　これに加え、1891年夏には方耀が死亡する。すると、それを待っていたかのように、村落間
の械闘が再燃した。西方の陸豊県で91年後半にすでに10余件（27）、同じころ、韓江上流の嘉応
では40人ほどの死者を出す械闘（28）、東方の黄岡の町では同時に 3 つの械闘（29）、西方の掲陽県
の西では97年には無数の械闘が、それぞれ存在していたという（30）。こうして方耀が治安回復
策を始める直前にも似た無秩序状態が、地域にふたたび現われつつあった。
　状況のこのような悪化に拍車をかけたのが、1890年代後半からのペストの流行である。もと
もと雲南の風土病として存在していたとされるペストが、19世紀の前半にいたって広西、広東
に広がりはじめ、1894年には香港で爆発的な流行をみた。この年には汕頭でも感染者が確認さ
れるが、ただし流行するにはいたらなかった（31）。しかし98年以降、大流行の様相を呈しはじ
め、1899年から翌年の初めにかけて汕頭とその周辺で死者が 4 万人、汕頭から70マイルほど内
陸の村々では、人口が 3 分の 1 から半分に減ったものがあり、北方、西北方、西南の村々に広
がった（32）。
　こののちも毎年のように発生したが、1902年には 3 月初旬から出現して 6 月に最盛期を迎え、
「潮州最悪」のものとなった。 7 月には収束するものの（33）、夏にはコレラも発生し、このふ
たつの悪疫のために西方の掲陽県および潮州、汕頭を中心として半径35マイルで10万人以上が
死亡したとされる。掲陽のミッションの建物では、疫病で死ぬかもしくは死にかけた人が近親
者によってよく門の前に置き去りにされた。埋葬代を節約するためである。またこのとき汕頭
南方の潮陽では、町の主要な仕事が棺桶の商売となり、数百人の労働者が墓を掘って埋める仕
事にあたった（34）。1902年のペストは中国側の史料でも特筆され、春から夏にかけてとくに激
しく、潮州の町だけでも 2 、 3 万人が死亡したとする（35）。
　つぎに大きな流行を見せたのが1910年である。年の初めにまず天然痘が数週間に渡って広い
範囲で猛威をふるった。そして、それが終わらないうちに、「この10年間で最悪のペストの流
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行」が始まり、潮州の町では死亡者が5000人から7000人と推定され、インドから取り寄せたワ
クチンをこのときはじめて接種した（36）。また人口 9 万6000人と推定される汕頭の町では、翌
1911年の前半だけでも6000人以上が死亡した（37）。ただし、この年を最後に、ペストやコレラ
の大流行はほぼ収束したようである。
　なお、1899年以降のペストにたいしてミッションの病院がどのように対応したのかについて
は、医療報告が現存していないために詳細は不明である。ただ黄岡のアメリカン・バプティス
トについては、香港でペストが大流行した1894年前後に、何の薬かははっきりしないが、「上
層階級の多くが、官吏を含め、薬を求めてやってきている」（38）、「最高位の官吏二人が、他の
官吏と同様に、我々に薬を求めた」（39）。また1900年にペストが流行したときも、「感染した家
の住民が薬をもらいに来る」という（40）。コレラの場合と同じく、西洋の薬に期待する人々も
あったことがわかる。ペストの治療については第 5 節でもう一度触れる。
　
4．大 峰 会
　本節で取り上げる民間の慈善組織がさかんに結成されはじめるのは、おもに1890年代～1900
年代のペストの流行期だった。さきに示したように、その流行が本格化する1899～1902年につ
いてとくにペストが猛威をふるった地域を調べてみると、慈善組織とのあいだに一定の関係を
見出すことができる。ただしそれは、たんにペストの流行地に慈善組織が結成されるといった
単純な関係ではない。1899年以前に遡ってペストの流行地とされた地名を各種の史料から拾い
あげたものが、つぎ年表である。
　
　　1895年　汕頭、潮陽（41）
　　1897年　潮陽（42）
　　1898年　潮陽（43）
　　1899年　黄岡、掲陽、棉湖、五経富、恵来（44）
　　1900年　黄岡、潮陽、掲陽、棉湖（45）
　　1901年　汕頭、潮陽、黄岡、恵来（46）
　　1902年　汕頭、潮州、掲陽（47）
　これによれば、1899年をはさんでペストの流行地が拡大していることがはっきりわかる。ま
ず汕頭周辺の地理を確認しておくと、汕頭の西南には汕頭湾をはさんで潮陽県が位置し、汕頭
のちょうど対岸に、県の中心地でありかつ港町の潮陽がある。つまり、1894年に汕頭にペスト
が侵入したのち、おそらくは船によって潮陽に伝わり、しばらくはこうした汕頭の周辺で感染
が広まったものと考えられる。
　1899年以降は、さらに黄岡、掲陽、五経富、棉湖、また恵来などの地名が現れるようになる。
8汕頭の東北部に饒平県があり、その最大の町が黄岡であり、やはり港町である。ほかの 4 地域
はいずれも汕頭から見て西方、もしくは西南方のより遠い地域である。西方からは、汽船も通
う榕江という大きな川が汕頭湾に流れ込んでいるが、とりわけ掲陽、五経富、棉湖はいずれも、
この榕江もしくはその支流上に位置する（下線を付した）。恵来はこの水系からは大きくはずれ、
榕江南方の海側にある（二重下線を付した）。つまり1899年以降は、汕頭近辺の潮陽に加え、やや
離れた東北方の黄岡、また榕江に沿った西方、および西南方の遠隔地にもペストが伝播した。
　宣教師の記録によれば、1899年から1900年の前半にかけて、まさに以上の感染地で、ペスト
とキリスト教をめぐって住民のあいだに特殊な動きがあった。黄岡では「異教崇拝が異常に活
発」になり、「仏教の諸宗派が自分たちの教えを熱心に宣伝し、寺院や僧院を建て、また修繕
し、慈善に力を入れた。これらが、キリスト教の布教活動を前年よりも困難にした」（48）。潮陽
と普寧（榕江流域）方面でもまた、「Tai Hong Hue」による「〔義和団と〕同様の性格の、宗教的
な注目すべき動きがあった。…これは Tea Society が発展したものである。それは、人々がよ
く通う道々の休憩所で、のどの乾いた旅人にお茶を提供する仏教の宗派であった。…この組織
は、 1 日に一度に500人から1000人の新しいメンバーを受けいれていた。新しい寺を建て、路
を修繕し、橋を造り、また、何十年も絶え間ない血なまぐさい戦いや封建的な闘争を続けてき
た村落の諸連合を改善した」（49）。
　掲陽では「Tai Hong Hue が急速に成長しており…。この結社は、反外国人、反キリスト教
ではないにしても、あきらかに反カトリックである」。「Tai Hong Hue の人々」は、「廟を捨
てて捧げ物をすることをやめたキリスト教徒たちを罰してほしいと、自分たちの神が、他のす
べての神々から頼まれている」、と言っているという（50）。こうしてこの時期の掲陽地区では、
「反外国人の組織」が膨張し、「汕頭と掲陽の間に、その活動に加わった男たちが10万人以上
いる。この組織は、北方の義和団に共感を持っており、共通した目標、つまりこの地方から外
国人とその影響を取り除くという点で、義和団を自分たちの仲間だとみているのは確かだ」と
いう（51）。
　恵来では、「もともと喉の乾いた旅人にお茶を提供し、それによって功徳を積むために作ら
れた」「新しい仏教教派・Tea Society」が存在していたが、それがアメリカン・バプティスト
の集会場を襲った（52）。榕江の南方では、「祝宴をはり、表面上は宗教的な行進をして、そして
何千人も、加入費を払ってある種の結社に入った」（53）。これもまた地理的には恵来方面と考え
てよい。
　これらの動きはすべて同一のものと考えられる。仏教の宗派を背景とする慈善組織でありな
がら、同時に北方の義和団のように反キリスト教的な Tea Society、もしくはそれが発展した
Tai Hong Hue という組織が、急速に成長していたのである。これが何なのかは、中国側の史
料を参照することによって明瞭となる。その歴史を詳細に明らかにしたのが、文化人類学者の
志賀市子である（54）。もともと潮陽には、「大峰」という禅師が祀られていた。川に橋をかける
といった善行で住民から感謝された宋代の人物である。やがて清代にいたって、大峰祖師を分
近代広東東部の疫病流行と医療、救済
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祀した「茶社」が潮陽から恵来一帯にかけて広がりはじめる。旅人にお茶を振る舞うためのも
のである。
　そして19世紀末に疫病が流行するなかで大峰祖師信仰が一挙に広がった。たとえば現在でも
汕頭で大規模な活動を続ける存心善堂は、その成立を記した碑文によれば、まさに「光緒己亥
年間」（1899年）に「疫病が流行」したとき結成された。志賀はこのときの急激な動きを「潮汕
善堂運動」と呼ぶ。それは移民にともなって東南アジアへも拡散した。善堂とは慈善組織の中
国名であり、かれらは遺体の収容をはじめとするさまざまな善行のほかに、疫病のための薬や
お札も配布した。在汕頭イギリス領事のハーストも、「Tai Hong Hue の始祖はいくつかの地
区で、悪疫から崇拝者を遠ざける守護者だというおおきな評判を得ていた」と述べ（55）、人々
が大挙してこの運動に加わった背景には疫病の流行があった。また、Tea Society が「茶社」
であり、「Tai Hong Hue」が「大峰会」であることは明らかだろう。
　こうして、ペストやコレラが流行するなかで、在来の信仰に支えられつつ自分たちを守ろう
とする動きが住民のあいだに現れた。ただし不思議なことに、大峰会が疫病にたいするもので
あったことに宣教師たちはまったく触れていない。
　
5．西洋の神と中国の神
　最後に、「大峰会」のもうひとつの性格、すなわち反キリスト教の側面を確認しつつ、危機
に面したときの地域住民の行動様式を探ってみたい。
　さきに示した各地の事例で明らかなように、「大峰会」は義和団的な志向を持っていた。そ
して実際に、1900年の 8 月以降、北方の義和団運動に呼応するかのように、黄岡をはじめとし
て五経富近くの湯坑や掲陽の観音山でキリスト教の礼拝堂や信者の家を襲った。ただし死者は
1 名のみだった。
　さて、慈善とこうした反キリスト教的志向はどのように結びついたのだろうか。この間の事
情をアメリカン・バプティストの宣教師が、事件直前の 7 月につぎのように説明している（56）。
　
　前回手紙を書いて以来、この地区〔掲陽〕の反外国人組織がますます人を増やしている。
汕頭と掲陽とのあいだに、この動きに加わった男が10万人以上いる。…汕頭、掲陽間の地
域でこんなにも多くのものたちがこの反外国人の組織になぜ加わろうとしているのか。そ
れにはまた地域的な理由がある。それは、以前ある宣教師たちが、役人への影響力という
恩恵をそのミッションの支持者によくあたえてきた、という事実による。多くの悪党が、
外国人の助力によって法の手から逃れられるというまさにその理由で、ミッションに加わ
ろうとしている。…実際にこのことを行ってきたのは、フランス人神父の Mérel だ。…
この地区全体で、邪悪で乱暴なものたちが Mérel 神父に結びついており、その改宗者た
ちはしばしば高圧的な手段に出る。…人々は Mérel の力と影響力のこの不正な使い方か
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ら逃れたいと願っていた。こうして、この組織ができたときは、創設者の目的は、道を
作ったり死者の世話をしたりといった良いことをすることだったと言われていたが、しか
し抜け目のない中国人はすぐに、これが外国人の教えの邪悪な影響に敵対するのに役立つ
と気づいた。
　
　Jean Marie Mérel はパリ外国宣教会（Missions Étrangères de Paris）の宣教師で、1896年に掲陽
に派遣され、翌97年には大人287人を洗礼したという（57）。洗礼者数を他のミッションと比較し
てみると、アメリカン・バプティストの場合、史料の残る1860年～1897年のあいだに最高が
1877年の166人（もしくは170人）、つぎが1897年の141人である。イギリス長老会の場合は1860年
～1884年のあいだに最高が1870年の142人。いずれも全宣教師の洗礼者数を合計したものであ
る（58）。Mérel 神父が赴任の翌年にひとりで287人を洗礼したというのは、明らかに異常な数字
といえよう。
　スパイカーの報告でポイントとなるのは、「役人への影響力」である。すでに研究者が繰り
返し指摘しているように、カトリック、プロテスタントを問わず、宣教師は「力」を持ってい
た。信者にたいする迫害事件はもちろんのこと、信者と地域住民のあいだに訴訟が起こったと
きでさえ、宣教師はしばしば本国の領事を通して中国当局に圧力をかけて信者を守り、場合に
よっては当局から追われている犯罪者が信者を装って教会にもぐり込むこともあった。広東東
部のイギリス長老会では、1870年代初頭からこの危険性に気づきはじめ、信者の受け入れに慎
重になっていく。
　これにたいしてカトリックはやや無分別に信者を受け入れ、1897年には、アメリカン・バプ
ティストの宣教師が、「フランス・ローマ教会の庇護のもとに隠れている悪漢の群れが、地域
全体にますますはびこり、…」と言うにいたる（59）。さらに1899年 3 月にはフランス公使から
の圧力で、全土のフランス・カトリックの神父に位階をあたえる詔書が出された。カトリック
内の地位に応じて、それぞれに相当する中国官吏と同じ位階をあたえるものである。またこの
特権は同時に、プロテスタントの宣教師にもあたえられた（60）。この直後、イギリス長老会の
1899年度の年次報告が、カトリックの神父による信者の援助が、「中国政府がローマ・カト
リックの神父にあたえた新しい地位によって強められている」といい（61）、1900年 3 月にはア
メリカン・バプティストの宣教師が「官吏の支配力の弱さと、フランスの強力なローマ・カト
リックとの結びつきが、ここでの我々の最悪の敵である」と報告した（62）。これは、1899年に
ペストの最初の大流行が始まり、とりわけ掲陽地区で大峰会が大発展を遂げつつあった時期で
ある。このような経緯をたどって、大峰会の活動の対象が悪疫からキリスト教会へと一時的に
移行し、1900年の襲撃事件となる。
　1900年末ごろにこの汕頭に赴任したパリ外国宣教会の Jean Baptiste Pénicaud 神父（63）が
1901年に汕頭の海関に提出したと思われる文書によれば、「この数年間、汕頭地区全体で、カ
トリックに同調する力強い動き」があり、とくに掲陽、潮陽、そして汕頭が位置する澄海で入
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信者がもっともも多かったという（64）。地域住民のこのような動向はプロテスタントにも顕著
に見られ、「非常に多くの人が、この耐えられない状況から逃れるすべを探している。かれら
は西洋人のことを、軍事力によって自分たちを最近打ち負かした人々の代表であるとみなし、
西洋人と一体になることが、自分たちのあらゆる災難に救済策を提供することだと結論付け
た」（65）。ここで、「軍事力」によって打ち負かしたとは、日清戦争を指す。
　じつはカトリックだけでなく、程度の差こそあれプロテスタントも「力」を行使することが
あった。そして、まさに1894年ごろからプロテスタントにも住民が大挙して押し寄せはじめ
る（66）。こうして、宣教師の力を頼ってキリスト教会のもとに集まった人々と、大峰祖師とい
ういわば中国の神のもとに結集した人々が、械闘とそれにともなう治安の悪化、日清戦争、ペ
ストなど重層的な社会不安のなかで、いずれも19世紀末に急成長し、1899年から1900年にかけ
て正面から衝突することになった。
　ここでもう一度ペストの問題に戻ると、これらの両組織は政治的な力や暴力だけでなく、病
を治す「力」をも備えていた。最後に、この側面を整理して本稿を締めくくることにしたい。
　第 2 節でミッションの医療事業を紹介した際、その病院がはやくから満員になっていたこと
を紹介したが、地域の全人口からすればそれはわずかであり（67）、住民が西洋式の病院に信頼
を寄せるようになるのは、辛亥革命以後のようである。在汕頭日本領事館（1904年設置）が1909
年に調査したところによれば、汕頭だけでも西洋式の病院が 4 か所に増えていた。海関の医師
らが経営する「角石病院」、イギリス長老会の「福音病院」、日本人の「同仁医院」と「中華医
院」である。ところが、「右の如く文明国の専門医のあるにも拘はらず、自国の如何はしき医
生に病診を任せ、外国医を避くるの風あり。右の事実は清国民下層のもののみならず、中流上
流の人士と雖も、外国医に診察を乞ふことを嫌ふが如きは、吾人の了解に苦むところなり」と
いう（68）。潮州で医療に従事していた宣教医師も1896年に、往診を求める人たちについてでは
あるが、「このような人々は一般に暮らし向きがよく、現地医師の治療にすでに多くのお金を
使っている。そして普通手遅れの状態になっている」と報告する（69）。つまり、まず中国在来
の治療を受け、どうしても治らない最後の手段として、ミッションの病院を訪れているのであ
る。
　ここには、特殊な流言も関係していた。掲陽方面の五経富で医療にあたっていた宣教師が、
「ほかの場所と同じように、最初の患者は、不治、現地の治療法の手に負えないもの、あるい
はただ外用薬が必要なだけの軽い病気がほとんどだった。人々は最初、内服薬には疑いをもっ
ていた。そのもっとも一般的な理由は、それを飲むとなにか魔術的な方法で神の崇拝者になっ
てしまう、というものだ。外用薬には、そうした危険はない」という（70）。じつはこのうわさ
は、19世紀後半の中国に広く流布していたものである。
　さて、ペストの治療にかんしては、中国で現存最古の専門書とされる『鼠疫彙編』の初編が
1891年に広東省で出版された。また同時期の西洋医もそれなりに治療を試みていたが、効果の
面では中国のものと大差なかったとされる（71）。当時はペストの場合も治療法が確立しておら
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ず、住民たちが結局頼ったのは、流行地から避難することか、もしくは宗教的な行事しかな
かった。
　1901年には、「多くの村が完全に見捨てられ、住民は丘に逃げるか、河の船に避難している。
…いくつかの場所では、空き家が強盗集団に組織的に略奪され、略奪品は売るために近隣の町
に運ばれた」（72）。そして「あらゆる種類の魔術師、霊媒、にせ医者のかせぎ時だった。…偶像
の無益なことが明らかになるのではないかと期待したが、災難によってかれらはさらに迷信的
になった」、そして鳳塘という所では、教会が「信者を船の上や野原の小屋で過ごさせた」（73）。
教会も、これが精一杯の対応だったのだろう。
　この史料に「あらゆる種類の魔術師、霊媒、にせ医者のかせぎ時」とあるように、1883年の
コレラ流行に際しては、「民間では病気よけのさまざまな行事が行われ」（74）、1901年から02年
にかけてのペスト流行では、「疫病は悪霊の仕業によるとされているため、この病気と闘うた
めのおもな方法は、悪霊を怖がらせて感染地の街から追い出すために、太鼓と銅鑼を持った男
と少年たちを大勢集めることだった」（75）。中国南部にはかなり強いシャーマニズムの伝統があ
るが、悪疫が流行するときは、そうした霊媒が「ナイフで舌を切り、その血を桶に入れて、伝
染病を防ぐものとして人々が飲」むこともあったという（76）。
　西洋の神に付随する医療は、すくなくともコレラやペストにかんしては圧倒的に有利とはい
えず、中国の神との力関係を崩すにはいたらなかった。
　
5．お わ り に
　香港でペストが大流行した1894年から広東東部で義和団事件が発生した1900年までの状況を、
あらためて整理してみよう。本稿では詳しく触れることができなかったが、1894年は日清戦争
の始まった年でもある。東アジアの小国・日本が、長い歴史を通して一貫して大国でありつづ
けた中国を打ち負かした。このことが中国のとりわけ知識人層に大きな衝撃をあたえたことは
周知の通りだが、それだけでなくもうすこし一般の人々も深刻な影響をうけた。1894年ごろか
ら顕著になるプロテスタント信者の増加に、それを見てとることができる（77）。かれらの多く
が、「中国は分裂しようとしている、あるいはすくなくとも外国政府の権威下に入ろうとして
いると信じ、変化が訪れたとき、よく扱われ、保護され、そしてポジションが得られるように
望んで」おり（78）、そしてキリスト教会に近づいた。大峰会が日清戦争の敗北をどのように考
えていたのかは定かでないが、1920、30年代の史料によれば、その思想もかなり濃厚な終末論
を備えている（79）。
　このような状況にペストやコレラが重なり、この段階で住民は、治安の悪化（宣教師の力を
頼って地域に横行する信者もここに含まれる）、日清戦争の敗北による国家への危機感、疫病の流
行の、 3 つの大きな問題に直面することになったといえよう。こうしたなかで、一方では西洋
の神に、また一方では中国の神に頼ってこの困難な時代を乗り切ろうとする人々が現れたので
近代広東東部の疫病流行と医療、救済
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あった。そしてこのふたつの流れは、1900年に一旦は衝突しながらも、そののち社会事業方面
で大きく発展し、西洋医学が地域にさらに根を下ろしたのはもちろんのこと、大峰会も慈善組
織として発展をとげ、地域の医療、救済を担うふたつの大きな柱となる。そしてたとえば1915
年のコレラの発生に際しては、ミッションの病院にたいして「Tai-hong（大峰）Temple の慈善
事業を管理している人々の好意で、コレラ患者のほとんどは Homes for the Dying の小さな部
屋で治療を受けた」といった協力関係も見られた（80）。
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